
沖合底曳網漁船（2艘曳き）における 
推進効率向上技術（バウキャップ・フレンドフィン）導入実証試験 

省エネルギー技術導入効果実証試験事業（平成18年度） 

１ 事業の目的 

２ 開発技術及び実証の概要 

実施主体：八幡浜漁業協同組合 

３ 開発技術の成果・普及 

沖合底曳網漁船（2艘曳き、125トン）において、 

船首バルバスバウにバウキャップ、船尾プロペラボスにフレンドフィンをそれぞれ設置 

バウキャップ 

年間燃油消費量 1,000kℓ 

燃油消費削減率 7％ 

燃油単価 60円/ℓ 

推進効率の向上、推進抵抗の減少を図り、省エネルギー効果を実証 

船首部から発生する造波現象を緩和 
→ 造波抵抗を減少 

フレンドフィン 

複数のフィンを設置し、プロペラ回転と逆向きの流

れを生成 

→ プロペラ後方回転流を低減 

→ 推進効率の向上 

改造前 改造後 

改造前 改造後 

約7％の燃油削減効果 

バウキャップ・ 

フレンドフィン導入により、 

1,000kℓ/年 × 0.07 × 60円/ℓ 

＝ 4,200千円/年 

バウキャップ及びフレンドフィンを取り付けることにより 

・燃油消費量 

・経費（試算） 

1ヶ統あたりの燃油経費を年間約420万円削減 

導入前 

導入後 


